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地域密着型金融の取組事例について 

 

タイトル 暴風・豪雪被害に伴う融資対応 ＪＡ名 ＪＡバンク山形県（山形県） 

１ 動機 

（経緯） 

○ 平成 24 年４月３日に発生した暴風による農業被害と記録的な大雪による融雪

遅延および雪害に対して，山形県では「暴風・豪雪被害施設復旧等緊急支援資金」

と「農林漁業天災対策資金」を創設しました。 

○ これを受け，県下ＪＡグループでは，農家・組合員の負担軽減のため，利子補

給を実施することにより，無利子で借りられるように支援しました。 

 

２ 概要 ○ 「暴風・豪雪被害施設復旧等緊急支援資金」 

・ 資金使途  簡易な施設を含む農林漁業用施設の原状回復に要する経費 

・ 貸付限度額 300 万円 

・ 償還期限  ８年以内（うち据置期間３年） 

○ 「農林漁業天災対策資金」 

・ 資金使途  種苗，肥料，薬剤購入費等の運転資金 

簡易な施設の復旧のための資材購入費 

・ 貸付限度額 一般農業者 200 万円又は損失額 45%のいずれか低い額 

果樹栽培者 500 万円又は損失額 55%のいずれか低い額 

・ 償還期限  ３年～６年以内（被害程度により異なる） 

○ 上記資金共通 

・ 貸付期間 平成 24 年 4 月 24 日～平成 24 年 8 月 31 日 

・ 貸出利率 2.65%（県，市町村，ＪＡグループの利子補給により無利子）

   

３ 成果 

（効果） 

○ 取扱実績 

実行件数 ３８件， 実行金額 １３３百万円 

 

４ 今後の

予定（課題） 

○ ＪＡバンク山形県では，今後も災害等に伴う農家・組合員の融資相談，負担

軽減に向けた取り組みを充実させていく所存です。 

 

   


